
２級 第２予想 解答・解説 
第１問（20点） 

解 答 

仕  訳

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

１ 不 渡 手 形 265,800 当 座 預 金 265,800 

２ 

繰 越 利 益 剰 余 金 1,300,000 未 払 配 当 金 

利 益 準 備 金 

別 途 積 立 金 

1,000,000 

100,000 

200,000 

３ 
未 収 金

火 災 損 失 

600,000 

50,000 

未 決 算 650,000 

４ 

受 取 手 形 

仕 入 

の れ ん

1,800,000 

880,000 

160,000 

支 払 手 形 

現 金 

1,440,000 

1,400,000 

５ 
仮 受 消 費 税 96,000 仮 払 消 費 税 

未 払 消 費 税 

67,200 

28,800 

仕訳１組につき４点 合計20点 

現金過不足の金額の算定

１．実際有高の算定

配当金領収証について未処理であるため、「現金」を増加させるとともに、「受取配当金」を計上します。 

( 現 金 ) 7,500 ( 受 取 配 当 金 ) 7,500

実際残高を求めるために、資料より簿記上の現金となるものを選択します。

紙 幣 ・ 硬 貨 ￥ 216,000

他 店 振 出 小 切 手 ￥ 73,800

配 当 金 領 収 証 ￥   7,500

合 計 ￥  297,300

２．帳簿残高の算定

問題文より、決算整理前の現金勘定の残高は￥225,400ですが、この残高には［資料Ⅰ］の他店振出小切

手、［資料Ⅱ］の配当金領収証が含まれていないため、正しい帳簿残高を算定します。

￥225,400＋￥73,800＋￥7,500＝￥306,700 

他人振出小切手 配当金領収証

3．現金過不足の金額の算定 

決算時に現金実査を行った場合は、「現金過不足」を用いず、「雑損」または「雑益」で処理します。

￥297,300－￥306,700＝△￥9,400（不足)

実際有高 帳簿残高 

( 雑 損 ) 9,400 ( 現 金 ) 9,400

Step 2第２問（20点） 

解 答 

問１ 

銀 行 勘 定 調 整 表 

平成27年３月31日 （単位：円）

企業の当座預金勘定の残高 ( 1,274,400 ) 銀行の残高証明書の残高 ( 1,513,800 )

  加算： ［ ①  ］☆ ( 168,000 )   加算： ［ ④  ］☆ ( 60,000 )

  減算： ［ ③  ］☆ ( 73,800 )   減算： ［ ②  ］☆ ( 205,200 )

( 1,368,600 ) ☆ ( 1,368,600 )

問２ 

企 業 側 の 修 正 仕 訳

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額

① 当 座 預 金   ☆ 168,000 買 掛 金 168,000

② 仕 訳 な し   ☆

③ 現 金   ☆ 73,800 当 座 預 金  73,800

④ 仕 訳 な し   ☆

問３ 

現 金 過 不 足 の 金 額 ￥ ☆ 9,400 ( 過 剰 ・ 不 足 )

（注）（ ）内の「過剰」または「不足」を○で囲むこと。

☆  １つにつき２点 合計20点

解き方

問題文をよく読み、解く順序を確認する

本問は、両者区分調整法による銀行勘定調整表の作成、企業側の修正仕訳および現金過不足の金額を算

定する問題です。

銀行勘定調整表の作成および企業側の修正仕訳

答案用紙から本問は、両者区分調整法による銀行勘定調整表の作成であることがわかります。

①未渡小切手 

( 当 座 預 金 ) 168,000 ( 買 掛 金 ) 168,000

   ②未取付小切手については、銀行側の残高から減算します。

仕 訳 な し

   ③当座預金口座に預け入れていないので、「現金」として処理します。

( 現 金 ) 73,800 ( 当 座 預 金 ) 73,800

   ④営業時間外の入金については、銀行側の残高に加算します。 

仕 訳 な し
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第２問（20点） 

解 答 

問１ 

銀 行 勘 定 調 整 表 

平成27年３月31日 （単位：円）

企業の当座預金勘定の残高 ( 1,274,400 ) ( 1,513,800 )

  加算： ［  ① ］ ☆ ( 168,000 ) ］ ☆ ( 60,000 )

  減算： ［ ③ ］ ☆ ( 73,800 )

銀行の残高証明書の残高 

  加算： ［  ④ 

  減算： ［  ② ］ ☆ ( 205,200 )

( 1,368,600 )   ☆ ( 1,368,600 )

問２ 

企企企企企企企 業 側 の 修 正 仕 訳

借借借 方 金  額 貸 方 科  目 金  額

① 当当 座当  ☆ 168,000 買 掛 金 168,000

② 仕仕 訳仕    ☆

③ 現 金  ☆ 73,800 当 座 預 金  73,800

④ 訳仕仕仕    ☆

問３ 

現 金 過 不 足 の 金 額 ￥ ☆ 9,400 ( 過 剰 ・ 不 足 ) 

 （注）（ ）内の「過剰」または「不足」を○で囲むこと。 

☆ １つにつき２点 合計20点

第３問（20点） 

解 答 

精 算 表

勘 定 科 目 
残高試算表 修 正 記 入 損益計算書 貸借対照表 

借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 

① 現 金 預 金 722,960 119,400 842,360

① 受 取 手 形 482,000 120,000 362,000

② 売 掛 金 1,120,000 2,000 1,118,000

⑤ 繰 越 商 品 440,000 520,000 440,000 ☆ 479,000

20,000

21,000

⑦ 前 払 費 用 28,000 4,000 24,000

③ 仮 払 金 24,000 24,000

② ④ 貸 倒 引 当 金 10,800 2,000 6,000 14,800

建 物 1,540,800 1,540,800

備 品 360,000 360,000

⑧ 建物減価償却累計額 764,000 5,680 769,680

⑧ 備品減価償却累計額 171,840 3,840 175,680

土 地 800,000 800,000

⑬ の れ ん 48,000 8,000 ☆ 40,000

 支支 払 手 340,400 340,400

 買 掛 金 848,000 848,000

⑥ ⑫ 未 払 費 用 172,000 172,000 192,800 ☆ 195,800

3,000

 借 入 金 480,000 480,000

③ ⑩ 退職給付引当金 920,000 24,000 80,000

 資 本 金 1,200,000 

☆ 976,000

1,200,000

 利 益 準 備 金 260,000 260,000

繰越利益剰余金 232,000 232,000

売 上 7,200,000 7,200,000 

⑪ 受 取 利 息  960 700 1,660 

入 4,600,000 440,000 520,000 4,520,000⑤ 仕

⑥ 給 料 1,920,000 180,000 160,000 1,940,000

 旅 費 交 通 費 96,040 96,040

⑥ 水 道 光 熱 費 144,000 12,800 12,000 144,800

 通 信 費 72,000 72,000

⑦ 保 険 料 63,200 4,000

⑨ 消 耗 品 費 42,960 4,800

⑧ 減 価 償 却 費 86,240 9,520

⑫ 支 払 利 息 9,000 3,000

① 手 形 売 却 損  800 600

12,600,000 12,600,000 

6,000④ 貸倒引当金繰入

⑤ 棚 卸 減 耗 損 20,000

⑤ 商 品 評 価 損 21,000

☆ 67,200

☆ 38,160

☆ 95,760

12,000

☆ 1,400

☆ 6,000

20,000

21,000

⑨ 消 耗 品 4,800 4,800

80,000 80,000⑩ 退 職 給 付 費 用
⑪ 未 収 収 益 700 ☆ 700

8,000 8,000⑬ の れ ん 償 却 額

⑭ 当 期 純(利 益) 79,300 79,300

  1,627,820 1,627,820 7,201,660 7,201,660 5,571,660 5,571,660

☆ １つにつき２点 合計20点

預 金 

な し 

な し 

 形

科  目



２．直接労務費 

支払高 前月繰越

256,000円＊２ 48,000円＊１

消費高

240,000円＊４

次月繰越

52,000円＊３ 原価差異 20,000円＊５

＊１ 前月未払高 

＊２ 答案用紙より（当月支払高）

＊３ 当月未払高 

＊４ 資料より直接作業時間を読み取り、予定消費賃率を用いて直接労務費を計算します。 

No.101：1,200円/時間×40時間＝48,000円 

No.102：1,200円/時間×100時間＝120,000円 

No.103：1,200円/時間×60時間＝72,000円 

      合 計：48,000円＋120,000円＋72,000円＝240,000円 

＊５ 貸借差額

３．製造間接費 

実際発生額 予定配賦額

600,000円＊１ 484,000円＊２

原価差異 116,000円＊３

＊１ 問題文・答案用紙より 

＊２ 資料５．より、製造間接費の予定配賦率を計算し、製造間接費の予定配賦額を計算します。 

予定配賦率：300円/時間＋4,800,000円÷6,000時間＝1,100円/時間 
 変動費率 固定費率 

No.101：1,100円/時間×120時間＝132,000円 

No.102：1,100円/時間×240時間＝264,000円 

No.103：1,100円/時間×80時間＝88,000円 

      合 計：132,000円＋264,000円＋88,000円＝484,000円 

＊３ 貸借差額

仕掛品勘定の作成

仕 掛 品 

前月繰越 当月完成高

160,000円＊１ 1,404,000円＊３

直接材料費

1,000,000円 

直接労務費

240,000円 

製造間接費 次月繰越

484,000円 480,000円＊２

＊１ 答案用紙より（No.101 月初仕掛品原価）

＊２ 答案用紙より 

＊３ 貸借差額 

原価計算表

原 価 計 算 表 （単位：円）

No.101 No.102 No.103 計 

月初仕掛品 160,000 ― ― 160,000

直接材料費 200,000 480,000 320,000 1,000,000 

直接労務費 48,000 120,000 72,000 240,000 

製造間接費 132,000 264,000 88,000 484,000 

合 計 540,000 864,000 480,000 1,884,000 

備 考 完 成 完 成 未完成 ― 

Step 2

参 考

第４問（20点）

解 答

直 接 材 料 (単位：円)

前 月 繰 越 168,000 消 費 高 ( 1,000,000 ) 

仕 入 高 ( ☆ 1,056,000 ) 原 価 差 異 ( ☆ 92,000 ) 

次 月 繰 越 132,000 

( 1,224,000 ) ( 1,224,000 ) 

賃金・給料（直接工） (単位：円)

支 払 高 256,000 前 月 繰 越 ( ☆ 48,000 ) 

次 月 繰 越 ( ☆ 52,000 ) 消 費 高 ( 240,000 ) 

原 価 差 異 ( ☆ 20,000 ) 

( 308,000 ) ( 308,000 ) 

製 造 間 接 費 (単位：円)

実 際 発生 額 600,000 予 定 配賦 額 ( 484,000 ) 

原 価 差 異 ( ☆ 116,000 ) 

( 600,000 ) ( 600,000 ) 

仕 掛 品 (単位：円)

前 月 繰 越 160,000 当 月 完成 高 ( ☆ 1,404,000 ) 

直 接 材料 費 ( ☆ 1,000,000 ) 次 月 繰 越 480,000 

直 接 労務 費 ( ☆ 240,000 )  

製 造 間接 費 ( ☆ 484,000 )

( 1,884,000 ) ( 1,884,000 ) 

☆  １つにつき２点 合計20点

解き方

問題文をよく読む

本問は、個別原価計算における勘定記入が問われています。総勘定元帳の各勘定がそれぞれ、どのよう

に関連しているかを理解していることがポイントとなります。

費目別の計算・集計

１．直接材料費

前月繰越 160 kg 消費高 1,000 kg＊３

168,000円＊１ 1,000,000円＊４

仕入高 960 kg

1,056,000円＊２ 原価差異 92,000円＊６

次月繰越

132,000円＊５

＊１ 答案用紙より（月初在庫高 1,050円/kg×160kg＝168,000円）

＊２ 当月仕入高 1,080円/kg×960kg＋19,200円＝1,056,000円 
  材料副費 

＊３ 資料８．直接材料消費量より 200kg＋480kg＋320kg＝1,000kg 

＊４ 資料より直接材料消費量を読み取り、予定消費単価を用いて直接材料費を計算します。 

No.101：1,000円/kg×200kg＝200,000円 

No.102：1,000円/kg×480kg＝480,000円 

No.103：1,000円/kg×320kg＝320,000円 

      合 計：200,000円＋480,000円＋320,000円＝1,000,000円 

＊５ 答案用紙より

＊６ 貸借差額 
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第４問（20点） 

解 答 

直 接 材 料 (単位：円) 

前 月 繰 越 168,000 消 費 高 ( 1,000,000 ) 

 仕 入 高 ( ☆ 1,056,000 ) 原 価 差 異

次 月 繰 越

( ☆ 92,000 )

132,000

 ( 1,224,000 ) ( 1,224,000 ) 

賃金・給料（直接工） (単位：円) 

支 払 高 256,000 前 月 繰 越

 次 月 繰 越 ( ☆ 52,000 ) 消 高費

原 価 差 異

( ☆ 48,000 )

( 240,000 )

( ☆ 20,000 )

 ( 308,000 ) ( 308,000 ) 

製 造 間 接 費 (単位：円) 

実 際 発生 額 600,000 予 定 配賦 額 ( 484,000 ) 

原 価 差 異 ( ☆ 116,000 )

 ( 600,000 ) ( 600,000 ) 

仕 掛 品 (単位：円) 

前 月 繰 越 160,000 当 月 完成 高

直 接 材料 費 次 月 繰 越

( ☆ 1,404,000 )

480,000

直 接 労務 費 

製 造 間接 費 

( ☆ 1,000,000 )

( ☆ 240,000 )

( ☆ 484,000 )

 ( 1,884,000 ) ( 1,884,000 ) 

☆ １つにつき２点 合計20点

第５問（20点） 

解 答 

問１ 

Ｘ 製 品 Ｙ 製 品 

加 工 費 配 賦 額  ☆ 1,008,000 円  ☆ 672,000 円

問２ 

Ｘ 製 品 Ｙ 製 品 

原 料 費  ☆ 300,000 円  ☆ 104,000 円

加 工 費  ☆ 201,600 円  ☆ 56,000 円

問３ 

Ｘ 製 品 Ｙ 製 品 

完成品総合原価  ☆ 1,950,000 円  ☆ 1,309,500 円

完成品単位原価  ☆ 1,500 円  ☆ 970 円

☆ １つにつき２点 合計20点




